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【主な研究成果】[image: ]
図1 平衡後の試料

アルミニウムスクラップのリサイクルに関する反応解析および最適設計に向けた不純物元素の熱力学データを収集するため、本研究では、Al/Pb間の元素の分配平衡に基づいた実験手法を開発した。本手法を用いた第一の検討対象として、リサイクルプロセスを想定した973 KにおけるAl中のMnとMgの相互作用に注目した。Al, Pb, Mgを973 Kで加熱・溶融保持すると、図1のようにAl（上部）とPb（下部）が二液相に分離し、各相にMgが分配することが確認された。さらに、AlにMnを添加した際の各相の化学組成を分析し、Mg分配挙動の変化を調査することで、Al中のMnとMgの安定性を定量的に示す熱力学データ（活量係数および相互作用母係数）が得られた。この結果、MnとMgはお互いを不安定化させることが確認され、不純物除去にとって有利な性質を持つことが示された。
【今後の展望】
同様の実験手法を拡張し、スクラップ中の典型的な不純物として次に挙げられるFeや、それに随伴するCrなどの元素に注目して分配平衡実験を実施する。これにより、Alリサイクルプロセスにおいて不純物の濃度を低減する最適条件の設計に必要な熱力学データベースを拡充する。
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